
スクールカウンセラーの業務スクールカウンセラーの業務
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スクールカウンセラーの基本姿勢スクールカウンセラーの基本姿勢

１１
 

相談室待機型から対象接近型へ相談室待機型から対象接近型へ

震災のメンタルケアを経て震災のメンタルケアを経て

２２
 

いじめ・不登校対応からいじめ・不登校対応から

あらゆる問題行動対応へあらゆる問題行動対応へ

１、２は密接に絡み合って進行１、２は密接に絡み合って進行



スクールカウンセラーの業務スクールカウンセラーの業務

１１
 

面接相談１－カウンセリング面接相談１－カウンセリング

ａａ
 

生徒生徒
 

ｂｂ
 

保護者保護者
 

ｃｃ
 

教職員教職員

２２
 

面接相談２－コンサルテーション面接相談２－コンサルテーション

３３
 

協議－カンファレンス協議－カンファレンス

４４
 

研修・講話研修・講話

５５
 

査定（心理検査）、診断（見立て）、調査査定（心理検査）、診断（見立て）、調査

６６
 

予防的対応予防的対応

ａａ
 

ストレスチェックストレスチェック

ｂｂ
 

ストレスマネージメントストレスマネージメント
 

→→
 

授業の実践授業の実践

７７
 

危機対応危機対応



スクールカウンセラーの対象１スクールカウンセラーの対象１
 

人人

１１
 

生徒生徒

２２
 

保護者保護者

３３
 

教職員教職員

４４
 

地域住民地域住民

５５
 

連携先としての社会資源連携先としての社会資源

６６
 

校区小学校校区小学校



スクールカウンセラーの対象２スクールカウンセラーの対象２
 症状、問題行動別対応の実際症状、問題行動別対応の実際

１１
 

不登校不登校

２２
 

いじめいじめ

３３
 

生徒指導生徒指導

４４
 

発達障害（特別支援教育）発達障害（特別支援教育）

５５
 

外傷、トラウマ外傷、トラウマ

６６
 

その他の症状、問題行動その他の症状、問題行動



スクールカウンセリングの基本的な考え方スクールカウンセリングの基本的な考え方
 ＝＝ストレスの蓄積と症状ストレスの蓄積と症状

心心

症状症状
ストレスの侵入ストレスの侵入

ストレスの限界線ストレスの限界線

ストレスの排出ストレスの排出ストレス

↑ ↓



ストレスから見た症状の再分類ストレスから見た症状の再分類ⅡⅡ

身体化身体化→→腹痛をともなう不登校腹痛をともなう不登校

不定愁訴、過呼吸などをともなう不安発作不定愁訴、過呼吸などをともなう不安発作

行動化行動化
 

内向き内向き→→抑鬱をともなう不登校、自傷、自殺抑鬱をともなう不登校、自傷、自殺

解離性障害（同一性、健忘、遁走）解離性障害（同一性、健忘、遁走）

拒食拒食

外向き外向き→→非行など問題行動、非行など問題行動、

依存（過食、ゲーム）依存（過食、ゲーム）

身体、行動連合身体、行動連合→→ＰＴＳＤＰＴＳＤ、被虐待、被虐待などなど

器質性のもの器質性のもの→→発達の遅滞、自閉など発達の遅滞、自閉など

：軽度：軽度発達障害発達障害→→ＬＤ，ＡＤＨＤ，ＰＤＤ（アＬＤ，ＡＤＨＤ，ＰＤＤ（ア

スペルガー、高機能自閉など）スペルガー、高機能自閉など）

ス
ト
レ
ス
性
の
症
状



不登校不登校



不登校の起こり方不登校の起こり方

１１
 

腹痛を伴う不登校腹痛を伴う不登校

ストレスの蓄積ストレスの蓄積→→起立性調節障害＝身体が目覚めない起立性調節障害＝身体が目覚めない

↓↓

二時間目の身体の覚醒二時間目の身体の覚醒

↓↓

排便ができない＝がまん排便ができない＝がまん→→腹痛腹痛

↓↓

繰り返しによる排便障害繰り返しによる排便障害→→過敏性大腸症候群過敏性大腸症候群

↓↓

予期不安予期不安→→トイレへの閉じこもりトイレへの閉じこもり→→登校の断念登校の断念



不登校の起こり方不登校の起こり方

２２
 

抑うつを伴う不登校抑うつを伴う不登校

ストレスの蓄積ストレスの蓄積→→発散の対象の不在発散の対象の不在

↓↓

内向きの行動化＝自責、抑うつ内向きの行動化＝自責、抑うつ

→→被害感、孤立被害感、孤立→→集団に入れない集団に入れない

↓↓

登校の断念登校の断念

↓↓

家庭内での不適切な発散家庭内での不適切な発散→→家庭内暴力家庭内暴力



不登校ときっかけ要因（トリガー）不登校ときっかけ要因（トリガー）

不登校が起こるときには、必ず引金となるきっかけ要因か存在する不登校が起こるときには、必ず引金となるきっかけ要因か存在する

きっかけは必ず社会関係からの何らかの圧力であるきっかけは必ず社会関係からの何らかの圧力である

ストレスの蓄積、ストレス過多ストレスの蓄積、ストレス過多

↓↓

 
いじめいじめ

きっかけとしてのきっかけとしての社会関係の圧力社会関係の圧力

 
対人トラブル対人トラブル

↓↓

 
孤立孤立

症状化症状化

 
身体化身体化

内向き行動化内向き行動化

↓↓

社会関係からの後退、二者関係への退却＝不登校の成立社会関係からの後退、二者関係への退却＝不登校の成立



早期発見、早期対応とは？早期発見、早期対応とは？

不登校の早期発見早期対応とは不登校の早期発見早期対応とは

ストレス過多の状態を早く見つけ、そのストレスを低減し休まなくてもすストレス過多の状態を早く見つけ、そのストレスを低減し休まなくてもす

 むようにすることむようにすること

ＡＡ

 
対人関係のトラブルへの対応＝いじめのケア対人関係のトラブルへの対応＝いじめのケア

ＢＢ

 
背景となるストレスの低減背景となるストレスの低減

 
家族関係の調整家族関係の調整

発達要因の発見発達要因の発見

過去のトラウマのケア過去のトラウマのケア

 
などなど

ストレスチェックアンケートの有効活用、ストレスマネージメントの活用ストレスチェックアンケートの有効活用、ストレスマネージメントの活用



不登校の一般的経過不登校の一般的経過

不登校期間不登校期間
エネルギーのエネルギーの

水準水準

 

無理な無理な

 

不登校不登校

きっかけきっかけ

 

登校登校

 

開始開始

引きこもりの期間引きこもりの期間

 

蠢き蠢き

 

登校登校

の時期の時期

 

準備期準備期

①①

 

②②

 

③③

 

④④

ＡＡ

 

ＢＢ

暖かく見守る暖かく見守る

 

遊び遊び

 

登校登校

刺激刺激

時間経過時間経過



時期ごとの不登校への対応時期ごとの不登校への対応

１１

 
早期発見、早期対応は重要だが早期発見、早期対応は重要だが①①のＡの時期とＢの時期では対応が違のＡの時期とＢの時期では対応が違

 う。う。

①①－Ａ－Ａ

 
：ストレス低減的な関わりをしつつ励ます：ストレス低減的な関わりをしつつ励ます

①①－Ｂ－Ｂ

 
：疲れていたら積極的に休ませる。：疲れていたら積極的に休ませる。

２２

 
②②の時期では登校刺激が大きなストレスとなるので、それを控えて「暖かの時期では登校刺激が大きなストレスとなるので、それを控えて「暖か

 く見守る」ことをする。ただし、「暖かく見守っている」というメッセージが生く見守る」ことをする。ただし、「暖かく見守っている」というメッセージが生

 徒に届くようにしなければならない。徒に届くようにしなければならない。→→

 
侵入的にならない家庭訪問侵入的にならない家庭訪問

３３

 
③③の時期では、積極的に遊ぶことが重要。それによって生徒を外へ連れの時期では、積極的に遊ぶことが重要。それによって生徒を外へ連れ

 出し、出し、④④の時期で登校刺激を与えることのできる信頼関係を作り出す。の時期で登校刺激を与えることのできる信頼関係を作り出す。

→→

 
関係の構築をめざす家庭訪問関係の構築をめざす家庭訪問

４４

 
④④の時期では登校刺激を与える。ただし、それで調子が悪くなったら、すの時期では登校刺激を与える。ただし、それで調子が悪くなったら、す

 ぐにぐに③③にもどる融通性が重要。にもどる融通性が重要。



不登校「問題」は終わった！不登校「問題」は終わった！

「不登校問題」とは、不登校が発生することが問題なのではない「不登校問題」とは、不登校が発生することが問題なのではない

ＡＡ

 
不登校とはどのような事態なのか不登校とはどのような事態なのか

ＢＢ

 
それにどのように対応すればよいのかそれにどのように対応すればよいのか

 
が分からないという問題が分からないという問題

その問題の答えはその問題の答えは

ＡＡ

 
ストレス過多で社会ストレス過多で社会関係関係からの後退が起こる事態からの後退が起こる事態

ＢＢ

 
ストレスを低減させる関わりを行いつつ、段階的に社会関係に再結合ストレスを低減させる関わりを行いつつ、段階的に社会関係に再結合

していくしていく

ということになる。具体的な施策としてということになる。具体的な施策として

１１

 
スクールカウンセラーの配置スクールカウンセラーの配置

２２

 
適応教室の整備適応教室の整備

３３

 
進路選択の幅を広げる進路選択の幅を広げる→→単位制、通信制高校の増設。単位制、通信制高校の増設。

高校卒業資格認定試験の受験機会を増やすなど高校卒業資格認定試験の受験機会を増やすなど

不
登
校
問
題
の
終
了



不登校はなくさなければならないものか？不登校はなくさなければならないものか？

ある集団のある集団の全ての構成員がその集団に適応して充足している全ての構成員がその集団に適応して充足している
 事態は異常な事態である事態は異常な事態である

適切な不登校への対応が学校を進化させる適切な不登校への対応が学校を進化させる

学校

構成員

不適応な構成員 学校の進化



いじめいじめ



いじめによるトラウマいじめによるトラウマ

いじめへの臨床心理学的対応は、いじめ行動そのものにどう対処するかでいじめへの臨床心理学的対応は、いじめ行動そのものにどう対処するかで

 はなく、はなく、いじめによるトラウマの症状いじめによるトラウマの症状にどう対処するかであるにどう対処するかである

いじめ

ストレス

トラウマ

トラウマの症状

再体験

過覚醒

麻痺、解離

問題行動、不登校

自責、自傷、自殺



いじめによるトラウマ反応いじめによるトラウマ反応

１１
 

再体験再体験
 

思い出したくないのにいやなことを思い出す。思い出したくないのにいやなことを思い出す。

教室に行くと嫌な気分になる。教室に行くと嫌な気分になる。

嫌な夢や怖い夢を繰り返し見る嫌な夢や怖い夢を繰り返し見る

２２
 

過覚醒過覚醒
 

だれかが自分の悪口を言っているような気になる。だれかが自分の悪口を言っているような気になる。

教室でひそひそ話をしていると、自分の悪口だけが選択的に聞こえ教室でひそひそ話をしていると、自分の悪口だけが選択的に聞こえ

てくる。てくる。

人がみんな敵のようで怖い。人がみんな敵のようで怖い。

３３
 

麻痺、解離、回避麻痺、解離、回避
ぼぼーっとして何も考えられない。ーっとして何も考えられない。

記憶があいまいになる。勉強が手につかない。記憶があいまいになる。勉強が手につかない。

意識的、無意識的に嫌な場所、関係を避ける。意識的、無意識的に嫌な場所、関係を避ける。

４４
 

その他の抑うつ症状、身体症状その他の抑うつ症状、身体症状



いじめによるＰＴＳＤいじめによるＰＴＳＤ

いじめはそれが発見された時点でＰＴＳＤ化している可能性が高いいじめはそれが発見された時点でＰＴＳＤ化している可能性が高い

いじめの

 発生

いじめの

 訴え

いじめの継続

１～２ヶ月

症状の継続

＝ＰＴＳＤ化

ＰＴＳＤの治療

指導



いじめによるトラウマいじめによるトラウマ

いじめによって自殺が起こるのではなくいじめによって自殺が起こるのではなく

いじめによるトラウマの症状として自傷＝自殺が起こるいじめによるトラウマの症状として自傷＝自殺が起こる

加害者化（行動化）

受容＝社会化

症状化

自責、自傷、自殺
いじめ

ストレス

→トラウマ



加害者のいないいじめ加害者のいないいじめ

加害者化

受容＝社会化

症状化

自責、自傷、自殺

ストレス

→トラウマ

錯覚

過去のいじめ



トラウマ治療としてのいじめ対応トラウマ治療としてのいじめ対応

１１

 
安全感の保障安全感の保障

 
→→

 
・・

 
別室への隔離別室への隔離

転校ではなくいじめの起こった場所での隔離転校ではなくいじめの起こった場所での隔離
・・

 
加害者への指導、ただし被害者とは別の場所で加害者への指導、ただし被害者とは別の場所で

２２

 
体験の再構成体験の再構成

 
→→

 
別室での個別カウンセリング別室での個別カウンセリング

自尊感情の回復、未来への希望の回復自尊感情の回復、未来への希望の回復

３３

 
社会関係への再結合社会関係への再結合

→→

 
・・

 
別室での担任との関わり、守りの確認別室での担任との関わり、守りの確認

・・

 
別室でのクラスメートとの関わり別室でのクラスメートとの関わり

教室復帰教室復帰



いじめによるトラウマの

発見のためのアンケート



防災、抗災、減災防災、抗災、減災

防災＝いじめをなくそう。「いじめてはいけない」防災＝いじめをなくそう。「いじめてはいけない」

→→

 
心の教育、思いやりの涵養、絆のワーク心の教育、思いやりの涵養、絆のワーク

抗災＝いじめと戦おう。「いやなことはいやと言おう」抗災＝いじめと戦おう。「いやなことはいやと言おう」

→→

 
自己主張のトレーニング、アサーション、ＣＡＰ自己主張のトレーニング、アサーション、ＣＡＰ

減災＝いじめによる被害を少なくしよう減災＝いじめによる被害を少なくしよう

いじめを早く発見しいじめを早く発見し

いじめによるトラウマを治療するいじめによるトラウマを治療する

対人関係でのトラウマは避けられない対人関係でのトラウマは避けられない



いじめの規定いじめの規定

文科省－教育委員会－学校のいじめ理解文科省－教育委員会－学校のいじめ理解
「強い立場の集団または個人が、弱い立場の個人に対して、「強い立場の集団または個人が、弱い立場の個人に対して、継続的継続的、、

 一方的一方的に、身体的または言葉による攻撃をしかけ、攻撃された側が著しに、身体的または言葉による攻撃をしかけ、攻撃された側が著し

 い苦痛を感じている状態」い苦痛を感じている状態」

・・

 
一回の行為はいじめではない一回の行為はいじめではない

・・

 
反撃があればいじめではない反撃があればいじめではない

 
→→

 
けんかけんか

・・

 
いじめには誰が見てもそれと分かる加害者と被害者が存在するいじめには誰が見てもそれと分かる加害者と被害者が存在する

・・

 
悪ふざけやあそびはいじめではない悪ふざけやあそびはいじめではない

・・

 
事実関係事実関係→→謝罪、反省謝罪、反省→→許し許し→→握手、仲直りという解決の一般化握手、仲直りという解決の一般化



いじめとは？

06.11／29
 

神戸新聞



いじめの規定３いじめの規定３

文科省－教育委員会－学校へ文科省－教育委員会－学校への反論としてのいじめ理解の反論としてのいじめ理解

「いじめられた苦痛を訴える被害者がいれば、そこにはいじめがあったと「いじめられた苦痛を訴える被害者がいれば、そこにはいじめがあったと

 考えるべきである。」考えるべきである。」

・・

 
被害感情を尊重する立場＝「正義の味方」意識被害感情を尊重する立場＝「正義の味方」意識

・・

 
いじめの隠蔽という学校批判いじめの隠蔽という学校批判

＝何が誰に対して隠蔽されているのか？＝何が誰に対して隠蔽されているのか？

ＰＴＳＤ、適応障害、人格障害の区別が必要？ＰＴＳＤ、適応障害、人格障害の区別が必要？



三つの事実三つの事実

いじめには３つの事実がある。その全ての事実が尊重されなければならないじめには３つの事実がある。その全ての事実が尊重されなければならな

 い。い。

加害者の

主観的事実

・ 悪意

・ あそび

・ 冗談

被害者の

主観的事実

・

 
不愉快

・ 苦痛

・トラウマ

いじめ

客観的事実



いじめはなぜなくならない？いじめはなぜなくならない？

１１

 
被害者側の問題被害者側の問題

・・

 
被害感情は主観的である被害感情は主観的である

→→

 
加害の意図が全く無いところでも被害感情は成立する。加害の意図が全く無いところでも被害感情は成立する。

事件事件

 
：：

 
明確な意図を持った加害明確な意図を持った加害

事故事故

 
：：

 
過失による加害過失による加害

 
→→

 
被害感情被害感情

災害災害

 
：：

 
意図の無い加害意図の無い加害

２２

 
加害者側の問題加害者側の問題

・・

 
人はいつも理性的にのみ生きているわけではない人はいつも理性的にのみ生きているわけではない

・・

 
表現はいつも自分の意図したとおりに受け止められるわけではない。表現はいつも自分の意図したとおりに受け止められるわけではない。

・・

 
怒り、嫌悪、反抗などの表現を全て抑圧することはできない。怒り、嫌悪、反抗などの表現を全て抑圧することはできない。



いじめは増えていいじめは増えていくくか？か？

いじめと不登校いじめと不登校

１１
 

いじめは不登校としてカウントされてきたいじめは不登校としてカウントされてきた

「「最近１０年間はいじめは減少していた」という文科省の報告は、最近１０年間はいじめは減少していた」という文科省の報告は、いじめがいじめが

不登校としてカウントされていた不登校としてカウントされていたということを表現しているにすぎない。ということを表現しているにすぎない。

自殺者たちが欠席＝家庭への退却という症状選択をしていたら・・・自殺者たちが欠席＝家庭への退却という症状選択をしていたら・・・

２２
 

不登校の減少不登校の減少
 

→→
 

問題行動、自責、自傷、自殺の増加問題行動、自責、自傷、自殺の増加

不登校という症状選択の不可能性不登校という症状選択の不可能性

ＡＡ

 
外向き行動化＝問題行動外向き行動化＝問題行動

ＢＢ

 
内向き行動化＝自責、自傷、自殺内向き行動化＝自責、自傷、自殺

 
が増加していくが増加していく



生徒指導生徒指導



私たちの心の構造私たちの心の構造

心心

社会社会

内なる父

＝社会性

内なる母＝基本的安定感

わたし＝自我

知識

経験

心の傷

不安

欲望など



本来の生徒指導の機能本来の生徒指導の機能

本来あるはずの、生徒の内発的な倫理感覚に働きかけ、欲望本来あるはずの、生徒の内発的な倫理感覚に働きかけ、欲望
 の自己コントロールを促す。の自己コントロールを促す。

働きかけ

自我

超自我

欲望

コントロール

自我

超自我
補助超自我

自己コントロール

母性＝基本的安定感



なぜカウンセリングが必要かなぜカウンセリングが必要か

母性＝基本的安定感を欠いていると、欲望の背景にある不安母性＝基本的安定感を欠いていると、欲望の背景にある不安
 が絶えず自我に繰り込まれ、コントロールが難しくなるが絶えず自我に繰り込まれ、コントロールが難しくなる

むかつくむかつく

 

切れる切れる

絶えざる不安絶えざる不安

 
隠された自我隠された自我

 
解離した自我解離した自我

超自我

欲望

自我

不安の繰り込み

欲望 欲望

自我

超自我

解離



カウンセリングの役割カウンセリングの役割

発達早期の母子関係に起因する基本的安定感の欠如に対して発達早期の母子関係に起因する基本的安定感の欠如に対して
 は、母性的なかかわりが必要である。は、母性的なかかわりが必要である。

父性的な働きかけも父性的な働きかけも

同時に行なわれなければなら同時に行なわれなければならなな

いい

母性的働きかけ（カウンセリング）母性的働きかけ（カウンセリング）

受け容れる受け容れる

共感する共感する

抱える抱える

超自我

自我

欲望

補助的母性

コントロール



抱える機能とは何か抱える機能とは何か

環境としての母親＝抱っこする母親環境としての母親＝抱っこする母親
・・

 
そこにいて、いないそこにいて、いない

・・

 
いつもそこにあっていつもそこにあって

壊れない壊れない

・・

 
時々関心をはらわない時々関心をはらわない

子どもの万能感を子どもの万能感を

ほどほどにほどほどに満たす満たす

＝現実感覚の受け容れ＝現実感覚の受け容れ

排泄物、汚物、不安

抱っこ

抱っこする母

子ども

ミルク、安心



カウンセラーの具体的な活用法カウンセラーの具体的な活用法ⅠⅠ

１１
 

問題生徒へのかかわり（治療的関与）問題生徒へのかかわり（治療的関与）

・・
 

生徒への個別面接生徒への個別面接

・・
 

直接関わる場合は個別面接（二者関係）が原則直接関わる場合は個別面接（二者関係）が原則

・・
 

複数の生徒と関わらせる場合は十分な注意が必要複数の生徒と関わらせる場合は十分な注意が必要

カウンセラーの資質、生徒の行動化の激しさなどカウンセラーの資質、生徒の行動化の激しさなど

を考慮する。また相談室の扉を開放しておくなどを考慮する。また相談室の扉を開放しておくなど

も必要な場合がある。も必要な場合がある。

・・
 

守秘に関する、生徒指導担当者とカウンセラーの合守秘に関する、生徒指導担当者とカウンセラーの合

意も必要。意も必要。

・・
 

定期的なカンファレンスも重要。定期的なカンファレンスも重要。

・・
 

心的外傷がある場合はカウンセリングは欠かせない心的外傷がある場合はカウンセリングは欠かせない



カウンセラーの具体的な活用法カウンセラーの具体的な活用法ⅡⅡ

２２
 

問題生徒の保護者面接問題生徒の保護者面接

・・
 

母性的かかわりは本来母親の役割なので、母親面接を母性的かかわりは本来母親の役割なので、母親面接を

行なうことによって、問題生徒を母性的に抱える母親の機行なうことによって、問題生徒を母性的に抱える母親の機

能を強化する。能を強化する。

・・
 

学校と親との意見の食い違いの調整学校と親との意見の食い違いの調整

・・
 

母親の疲労を共感的に受け容れることで、母親のエネル母親の疲労を共感的に受け容れることで、母親のエネル

ギーを回復する。ギーを回復する。

・・
 

生徒の問題行動が激しく、カウンセラーに任せると危険生徒の問題行動が激しく、カウンセラーに任せると危険

がある場合も、保護者面接なら有効がある場合も、保護者面接なら有効



カウンセラーの具体的活用カウンセラーの具体的活用ⅢⅢ

３３
 

生徒指導場面へのカウンセラーの参加生徒指導場面へのカウンセラーの参加

生指担当者

生徒カウンセラー

支
え
る

寄り添う



カウンセラーの具体的活用カウンセラーの具体的活用ⅣⅣ

４４
 

被害生徒へのかかわり被害生徒へのかかわり

ａａ
 

直接の被害者と関わる直接の被害者と関わる

・・
 

暴力を受けていたり、いじめを受けていたりする生徒暴力を受けていたり、いじめを受けていたりする生徒

は、ＰＴＳＤの可能性が高いので、カウンセラーとのかは、ＰＴＳＤの可能性が高いので、カウンセラーとのか

かわりは、絶対に必要。かわりは、絶対に必要。

・・
 

直接謝らせるなどは避けたほうが良い直接謝らせるなどは避けたほうが良い

ｂｂ
 

一般生徒とのかかわり一般生徒とのかかわり

・・
 

問題行動が頻発し、学校が安定を欠いているときは、問題行動が頻発し、学校が安定を欠いているときは、

一般生徒のストレスが高まっているので対処が必要。一般生徒のストレスが高まっているので対処が必要。

ストレスチェック、リラクゼーションストレスチェック、リラクゼーションなどが有効などが有効



カウンセラーの具体的活用カウンセラーの具体的活用ⅤⅤ

５５
 

外部機関との連携のキーパーソンとしての利用外部機関との連携のキーパーソンとしての利用

→→病院、教育センター、子どもセンター、保健センター病院、教育センター、子どもセンター、保健センター

司法、警察などの専門家との連携のために司法、警察などの専門家との連携のために

６６
 

診断、または見立てのための利用診断、または見立てのための利用

よく分からない生徒についてカンファレンスの機会を作り、対よく分からない生徒についてカンファレンスの機会を作り、対
 処の仕方について検討する。処の仕方について検討する。

自傷、解離、ＰＴＳＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガーなど自傷、解離、ＰＴＳＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガーなど

→→ＳＣはＳＣは学校内の専門機関学校内の専門機関

７７
 

不登校生徒だけではなく問題行動生徒への別室としても利不登校生徒だけではなく問題行動生徒への別室としても利
 用は可能用は可能



生徒指導とスクールカウンセリングに関する問題点生徒指導とスクールカウンセリングに関する問題点ⅠⅠ

１１
 

カウンセリングマインドが強調されすぎていないかカウンセリングマインドが強調されすぎていないか

学校がカウンセラーばかりになると機能しない学校がカウンセラーばかりになると機能しない

→→学校における父親機能の欠如学校における父親機能の欠如

２２
 

警察への告発警察への告発は重要な「は重要な「外部機関との連携外部機関との連携」である」である

生徒を警察に売るという発想の問題点生徒を警察に売るという発想の問題点

→→強制的に強制的に治療機関に繋ぐ治療機関に繋ぐこともことも生徒への重要な援助生徒への重要な援助

３３
 

問題生徒への温情によって、被害生徒への支援が忘れられ問題生徒への温情によって、被害生徒への支援が忘れられ
 ているのではないかているのではないか

→→被害者の安全感被害者の安全感は加害者への厳正な対応によって保証は加害者への厳正な対応によって保証
 される。される。



危機対応危機対応



危機介入、危機対応、危機管理、緊急支援危機介入、危機対応、危機管理、緊急支援

危機対応危機対応
 

：：
 

危機状態となっている学校の教職員、ＳＣが行わ危機状態となっている学校の教職員、ＳＣが行わ
 なければならないこと、危機管理とこころのケアを含むなければならないこと、危機管理とこころのケアを含む

危機管理危機管理
 

：：
 

危機状態となっている学校が、危機状態となっている学校が、学校として学校として行わな行わな
 ければならないこと、具体的には学校管理職の職務ければならないこと、具体的には学校管理職の職務

危機介入危機介入
 

：：
 

危機対応を職務とする外部のメンバー危機対応を職務とする外部のメンバーの学校危の学校危
 機対応への参加、教委、ＳＶなど。（指導的介入もありうる）機対応への参加、教委、ＳＶなど。（指導的介入もありうる）

緊急支援緊急支援
 

：：
 

学校の要請により学校の要請により危機対応に参加する外部のメ危機対応に参加する外部のメ
 ンバー、臨床心理士、医師などンバー、臨床心理士、医師など



危機介入、危機対応、危機管理、緊急支援危機介入、危機対応、危機管理、緊急支援

教育委員会（ＳＶ）教育委員会（ＳＶ）

危機介入危機介入

緊急支援緊急支援

臨床心理士会など臨床心理士会など

学校危機

危機対応（ＳＣ）

（危機管理＋こころのケア）



こころのケアの時間経過こころのケアの時間経過

１～２ヶ月１～２ヶ月

災害の発生災害の発生

こころの変化（こころの変化（ＰＴＳＲＰＴＳＲ））

 
症状の終息症状の終息

トラウマ反応トラウマ反応

 
症状が持続すると症状が持続すると

・・喪失反応・・喪失反応

 
ＰＴＳＤＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）（心的外傷後ストレス障害）

・・・・継続するストレス反応・・・・継続するストレス反応

こころのケアこころのケア
 

専門家の治療的対応が必要専門家の治療的対応が必要
（カウンセリング、薬物）（カウンセリング、薬物）

重いこころの傷重いこころの傷

（（ＡＳＤＡＳＤ：急性ストレス障害）：急性ストレス障害）



学校におけるこころのケア学校におけるこころのケア

・・

心理教育

ストレスチェック

ストレスマネージメント

リラクセーション

個別カウンセリング

緊急研修

個別カウンセリング

保護者説明会

個別カウンセリング

教員

保護者

児童・生徒

相互のケア

ケア

ケア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
援
助
者

ケア

ケア

ケア



学校での援助者の目的と役割学校での援助者の目的と役割

災害災害
 

ＲｅｄＲｅｄ

 
ｚｏｎｅｚｏｎｅ

：：

 
ＰＴＳＤや抑うつ、身体化ＰＴＳＤや抑うつ、身体化

によって日常生活が困難によって日常生活が困難

になっている児童生徒、医になっている児童生徒、医

療によるケアが必要。療によるケアが必要。

ＹｅｌｌｏｗＹｅｌｌｏｗ

 
ｚｏｎｅｚｏｎｅ

：：

 
単独でのセルフケア単独でのセルフケア

が難しくなっている児童が難しくなっている児童

生徒。カウンセラーの生徒。カウンセラーの

関わりが必要。関わりが必要。

ＧｒｅｅｎＧｒｅｅｎ

 
ｚｏｎｅｚｏｎｅ

：：

 
教員による心理教育に教員による心理教育に

よってセルフケアの可能なよってセルフケアの可能な

児童生徒。児童生徒。

Ｒｅｄ←医療

Ｙｅｌｌｏｗ←ｶｳﾝｾﾗｰ

Ｇｒｅｅｎ
教員

教員は子供に心理教育を行い、そのセルフケ

 アを援助し、ＧｒｅｅｎからＹｅｌｌｏｗへの移行をくい

 とめる。カウンセラーは子供がどの領域にいる

 かを見極め、適切な援助を提供するとともに、

 カウンセリングやリラクゼーションなどによって

 ＹｅｌｌｏｗからＲｅｄへの移行をくいとめる。

被災した子供



事件、事故、災害に対する危機管理の実際事件、事故、災害に対する危機管理の実際

１１
 

直後から１週間直後から１週間

→→
 

安心感を与え動揺を静める安心感を与え動揺を静める

２２
 

１週間から１～２ヶ月１週間から１～２ヶ月

→→
 

こころのケアこころのケア＝＝ＰＴＳＲからＰＴＳＤに移行さＰＴＳＲからＰＴＳＤに移行さ

せせないためのかかわりないためのかかわり

３３
 

１～２ヶ月から半年１～２ヶ月から半年

→→
 

体験の再構成＝描画や言語による振り返り体験の再構成＝描画や言語による振り返り

４４
 

半年から１年半年から１年

→→
 

社会関係への再結合社会関係への再結合



こころのケアこころのケア
 

－初期援助技法－初期援助技法ⅠⅠ（直後）（直後）

１１
 

説説明会明会
 

：：
 

生徒、保護者に対して、起こりうることを説明生徒、保護者に対して、起こりうることを説明
ａａ

 
緊急職員研修緊急職員研修（ＳＣなど校内の専門家による）（ＳＣなど校内の専門家による）

→→
 

心の傷とそのケアについての基本的知識を得る心の傷とそのケアについての基本的知識を得る
ｂｂ

 
管理職による説明会（校長、教頭など）管理職による説明会（校長、教頭など）

→→
 

児童・生徒や保護者に適切な情報を与え、動揺を児童・生徒や保護者に適切な情報を与え、動揺を
静める静める

ｃｃ
 

専門家による専門家による保護者説明会保護者説明会（ＳＶなどの上位の専門家）（ＳＶなどの上位の専門家）
→→

 
①①

 
起こったことの意味づけ、「なぜそんなことが、起こったことの意味づけ、「なぜそんなことが、

ここで、わたしたちに起こったのか」という疑問ここで、わたしたちに起こったのか」という疑問
にできるだけ答える。にできるだけ答える。

②②
 

心の傷とそのケアの基本的知識を与える心の傷とそのケアの基本的知識を与える
影響が広域に亘る場合はマスコミへの協力依頼も必要影響が広域に亘る場合はマスコミへの協力依頼も必要



こころのケアこころのケア
 

－初期援助技法－初期援助技法ⅡⅡ（１週）（１週）

２２
 

ストレスチェックストレスチェック
 

：：
 

初期の段階で個別のかかわり（治療）が初期の段階で個別のかかわり（治療）が

必要な児童生徒を見つけるためのスクリーニング必要な児童生徒を見つけるためのスクリーニング

・・
 

事件、事故、災害の規模によって全校、学年、クラスなど事件、事故、災害の規模によって全校、学年、クラスなど

の実施単位を考える。の実施単位を考える。

・・
 

反応は無意識的、身体的なので、一見元気そうな場合も反応は無意識的、身体的なので、一見元気そうな場合も

チェックが必要。チェックが必要。

・・
 

得点の高い児童生徒に対しては、ＳＣその他の専門家に得点の高い児童生徒に対しては、ＳＣその他の専門家に

よるカウンセリングを実施する。（重篤なものは医療へ）よるカウンセリングを実施する。（重篤なものは医療へ）

・・
 

全体への心のケアを行う前に必要全体への心のケアを行う前に必要

・・
 

実施時に災害に関する実施時に災害に関する心理教育心理教育を必ず行うを必ず行う



ストレスチェック（神吉）ストレスチェック（神吉）



資料資料
 

こころとからだのアンケート（台風２３号）こころとからだのアンケート（台風２３号）



こころのケアこころのケア
 

－初期援助技法－初期援助技法ⅢⅢ（１週～２ヶ月）（１週～２ヶ月）

３３
 

リラクゼーションリラクゼーション
 

：：
 

緊張感が高まっているので、心理的、緊張感が高まっているので、心理的、

身体的なリラックスが必要。身体的なリラックスが必要。

→→
 

動作法、呼吸法、簡易自律訓練法など動作法、呼吸法、簡易自律訓練法など

４４

 
グループワークグループワーク

 
：：

 
グループでの自然な言語的表出。リラクゼーショグループでの自然な言語的表出。リラクゼーショ

ンと組み合わせて行う。ンと組み合わせて行う。

援助者に対しては必要ならばデブリーフィング（半強制的表出）援助者に対しては必要ならばデブリーフィング（半強制的表出）

５５

 
表現による表出表現による表出

 
：：

 
描画、文章など。初期にはそれ自体が傷を生む描画、文章など。初期にはそれ自体が傷を生む

こともあるので注意こともあるので注意

６６

 
個別カウンセリング個別カウンセリング

 
：：

 
ストレスチェックの高得点者など症状が重いストレスチェックの高得点者など症状が重い

場合（専門家による）場合（専門家による）



こころのケアこころのケア
 

中・長期援助技法中・長期援助技法ⅠⅠ（２ヶ月～半年）（２ヶ月～半年）

１１
 

体験の再構成体験の再構成

体験を振り返り、凍結し、浮遊した記憶を整理された記憶体験を振り返り、凍結し、浮遊した記憶を整理された記憶
 に変えていく作業。に変えていく作業。体験の物語化体験の物語化

→→
 

全体に対してはテーマのある描画、作文などが中心全体に対してはテーマのある描画、作文などが中心

ＰＴＳＤ状態になっている児童生徒に対しては、個別カＰＴＳＤ状態になっている児童生徒に対しては、個別カ

ウンセリングの中で行われる。ウンセリングの中で行われる。

２２
 

モーニングワークモーニングワーク

喪失反応が中心となっている場合は、この時期にモーニン喪失反応が中心となっている場合は、この時期にモーニン
 グワークグワーク（（喪の作業＝喪の作業＝喪った対象を心の中に生かす作業喪った対象を心の中に生かす作業））がが
 行われる。行われる。



こころのケアこころのケア
 

中・長期援助技法中・長期援助技法ⅡⅡ（半年～１年）（半年～１年）

３３
 

社会関係への再結合社会関係への再結合

体験の再構成、モーニングワークなどが行われたうえで、体験の再構成、モーニングワークなどが行われたうえで、

再び社会関係を作り直していく。次の二つの意味がある再び社会関係を作り直していく。次の二つの意味がある

ａａ
 

ＰＴＳＤや喪失による抑うつのために治療関係にあったＰＴＳＤや喪失による抑うつのために治療関係にあった

個人が、個人が、治療関係なしで社会関係を結べる治療関係なしで社会関係を結べるようになる。ようになる。

ｂｂ
 

それぞれの児童・生徒の個別の振り返りが、共通の行それぞれの児童・生徒の個別の振り返りが、共通の行

事などによって全体として事などによって全体として自然に一つにまとまっていく。自然に一つにまとまっていく。

こころのケアの目的は、体験を忘れさせることではなく、こころのケアの目的は、体験を忘れさせることではなく、
 貴重なこころの糧としていくことである。貴重なこころの糧としていくことである。



危機レベル危機レベル

AA  AA  全国レベル全国レベル

A    A    地域レベル地域レベル

B    B    学校レベル学校レベル

C    C    学年レベル学年レベル

D   D   クラスレベルクラスレベル

EE--1   1   家族の心の危機家族の心の危機
 

個別ケース対応の中に危機個別ケース対応の中に危機

EE--2   2   個人の心の危機個人の心の危機
 

介入の概念を導入する介入の概念を導入する



こころのケアこころのケア
 

１１

学校に関わる重大事件学校に関わる重大事件
区区

 分分
発表者の関わり発表者の関わり

1995,1/171995,1/17 阪神淡路大震災阪神淡路大震災 ＡＡＡＡ 日本臨床心理士会現地活動本部長日本臨床心理士会現地活動本部長

1996,1996, 自殺予告事件自殺予告事件 ＢＢ ＳＣ担当校ＳＣ担当校

1997,1997, 須磨事件須磨事件 ＡＡＡＡ 不参加、初めてのＳＣ臨時配置不参加、初めてのＳＣ臨時配置

1998,1998,

1999,1999, 自殺未遂事件自殺未遂事件 ＢＢ ＳＣ担当校ＳＣ担当校

2000,2000, 高校生タクシー強盗事件高校生タクシー強盗事件 ＡＡ

鳥取県西部地震鳥取県西部地震 ＡＡＡＡ ＥＡＲＴＨとして参加ＥＡＲＴＨとして参加



こころのケアこころのケア
 

２２

2001,42001,4 ＳＣのＳＶ制度できるＳＣのＳＶ制度できる

2001,42001,4 小６男児母親刺殺事件小６男児母親刺殺事件 ＡＡＡＡ 担当担当

2001,52001,5 自殺未遂事件自殺未遂事件 ＢＢ 担当担当

2001,62001,6 池田小事件池田小事件 ＡＡＡＡ 派遣、一部参加派遣、一部参加

2001,72001,7 明石祭り歩道橋事故明石祭り歩道橋事故 ＡＡＡＡ 担当担当

2001,82001,8 小１男児虐待死事件小１男児虐待死事件 ＡＡＡＡ

2001,92001,9 中国道女生徒放置死事件中国道女生徒放置死事件 ＡＡＡＡ 担当担当

2001,92001,9 （ニューヨーク世界貿易センターテロ）（ニューヨーク世界貿易センターテロ）

2001,122001,12 小１男児誘拐事件小１男児誘拐事件 ＡＡ 担当担当

その他いくつかの教員不祥事その他いくつかの教員不祥事

2002,42002,4 ＳＶ３人制、学校サポートチームＳＶ３人制、学校サポートチーム

2002,5/2002,5/ 新任教諭学校放火事件新任教諭学校放火事件 ＡＡ 担当担当

2002,92002,9 生徒間暴力事件１生徒間暴力事件１ ＢＢ 担当担当

2002,92002,9 生徒間暴力事件２生徒間暴力事件２ ＢＢ 担当担当

2003,2003, 加古川家族大量殺人加古川家族大量殺人 ＡＡＡＡ 担当担当



2003,092003,09

 
小学校への不審者乱入小学校への不審者乱入

2004,052004,05

 
不審者による幼稚園児への脅かし事件不審者による幼稚園児への脅かし事件

2004,072004,07

 
カッターナイフによる同級生傷害事件カッターナイフによる同級生傷害事件

2004,102004,10～～1111

 
台風台風2323号による水害号による水害

2005,62005,6～～77

 
インド洋津波メンタルケア、現地教員の研修に派遣インド洋津波メンタルケア、現地教員の研修に派遣
スリランカ、インドネシアスリランカ、インドネシア

2006,072006,07

 
小学生ため池水死事故小学生ため池水死事故

2006,092006,09

 
母親による中２女子殺害事件母親による中２女子殺害事件

2006,112006,11

 
中３男子飛び降り自殺中３男子飛び降り自殺

2007,042007,04

 
自殺予告事件自殺予告事件

2007,052007,05

 
エキスポランドジェットコースター事故エキスポランドジェットコースター事故

こころのケア３こころのケア３



生徒指導上の問題多発に対する危機管理生徒指導上の問題多発に対する危機管理

次の二つの取り組みが並行して行われることが必要次の二つの取り組みが並行して行われることが必要

ＡＡ
 

問題行動、暴力行為などを起こしている生徒、及び問題行動、暴力行為などを起こしている生徒、及び
 グループに対するグループに対する指導的かかわり指導的かかわり

ＢＢ
 

その問題行動、暴力行為が大きなストレスとなってその問題行動、暴力行為が大きなストレスとなって
 いるいる一般生徒のこころのケア一般生徒のこころのケア

とくに暴力行為などのとくに暴力行為などの被害生徒のこころのケア被害生徒のこころのケアはは
 最重要課題最重要課題



危機管理の方向性危機管理の方向性

１１

 
指導とカウンセリングの並行（本人・保護者）指導とカウンセリングの並行（本人・保護者）←←ＳＣの関わりＳＣの関わり

関わりの継続が重要関わりの継続が重要

２２

 
被害状況のみきわめ被害状況のみきわめ

 
一般生徒のストレスは一般生徒のストレスは→→ストレスチェックの実施ストレスチェックの実施

こころのケアこころのケア

 
被害生徒のＰＴＳＤ状況は被害生徒のＰＴＳＤ状況は？？

警察への告発警察への告発

３３

 
校内での隔離校内での隔離

 
別室指導の実施別室指導の実施←←ＳＣの関わりＳＣの関わり

教室の秩序を回復し、そこに問題生徒を戻す教室の秩序を回復し、そこに問題生徒を戻す

４４

 
校外連携校外連携

 
警察などへの告発警察などへの告発→→本人を強制的に治療機関につなぐ本人を強制的に治療機関につなぐ

５５

 
出席停止措置出席停止措置

 
自立支援教室へ自立支援教室へ←←ＳＣの関わりＳＣの関わり

懲罰ではなく、一般生徒の学習権懲罰ではなく、一般生徒の学習権を守り、を守り、学校秩序学校秩序をを維持維持するするため行うため行う



危機管理のプログラム危機管理のプログラム

１１

 
校内サポートチームの立ち上げ（校内連携）校内サポートチームの立ち上げ（校内連携）

問題生徒またはグループを対象とした協議機関の設置問題生徒またはグループを対象とした協議機関の設置

生徒指導、学年代表、養護教諭、管理職、ＳＣなど生徒指導、学年代表、養護教諭、管理職、ＳＣなど

（（→→生徒指導委員会を転用）生徒指導委員会を転用）

・・

 
具体的な動き、役割分担の確認具体的な動き、役割分担の確認

・・

 
指導の記録を作り、共有する。指導の記録を作り、共有する。

２２

 
被害状況をみきわめながら、こころのケアを行う被害状況をみきわめながら、こころのケアを行う

・・

 
ストレスチェック、リラクゼーションとグループワークストレスチェック、リラクゼーションとグループワーク

・・

 
被害生徒のカウンセリング被害生徒のカウンセリング

・・

 
職員のストレスチェック職員のストレスチェック

３３

 
地域サポートチームの立ち上げ（方向性３、４、５の段階では必要）地域サポートチームの立ち上げ（方向性３、４、５の段階では必要）

少年警察、子供センター、少年サポートセンター、司法、矯正機関、小少年警察、子供センター、少年サポートセンター、司法、矯正機関、小

 学校、医療機関、地域（民生児童委員など）、必要なら保護者代表も学校、医療機関、地域（民生児童委員など）、必要なら保護者代表も



問題生徒への対応問題生徒への対応

問題生徒問題生徒
 

指導指導

校内カウンセリング（ＳＣ）校内カウンセリング（ＳＣ）

校外相談機関（校外相談機関（教育センター教育センター、、

青少年センター、サポートセンター青少年センター、サポートセンター

子供センター）子供センター）

通告通告
 

→→
 

子供センター子供センター

告発告発
 

→→
 

警察警察、司法、司法

出席停止措置出席停止措置（自立支援教室）（自立支援教室）



被害生徒の心のケア被害生徒の心のケア

１１
 

説説明会明会
 

：：
 

起こりうることの説明、教職員、保護者に起こりうることの説明、教職員、保護者に

２２
 

ストレスチェックストレスチェック
 

：：
 

反応が無意識的、身体的なので、一見反応が無意識的、身体的なので、一見

元気そうな場合もチェックが必要元気そうな場合もチェックが必要

３３
 

リラクゼーションリラクゼーション
 

：：
 

緊張感が高まっているので、心理的、緊張感が高まっているので、心理的、

身体的なリラックスが必要身体的なリラックスが必要
４４

 
グループワークグループワーク

 
：：

 
グループでの自然な言語的表出グループでの自然な言語的表出

必要ならばデブリーフィング（半強制的表出）必要ならばデブリーフィング（半強制的表出）

５５

 
表現による表出表現による表出

 
：：

 
描画、文章など。初期にはそれ自体が描画、文章など。初期にはそれ自体が

傷を生むこともあるので注意傷を生むこともあるので注意

６６
 

個別カウンセリング個別カウンセリング
 

：：
 

直接被害生徒や症状が重い場合直接被害生徒や症状が重い場合



今後のスクールカウンセリングの方向性と今後のスクールカウンセリングの方向性と
 問題点問題点

１１
 

待機型か接近型か待機型か接近型か

２２
 

資格と専門性資格と専門性
 

どの程度の専門性が必要かどの程度の専門性が必要か

３３
 

勤務回数は？勤務回数は？
 

常勤化をめざすのか常勤化をめざすのか

４４
 

拡大の方向性は？拡大の方向性は？
 

小学校、高校、幼稚園小学校、高校、幼稚園

５５
 

スクールカウンセリングの標準化＝全国研修の必要性スクールカウンセリングの標準化＝全国研修の必要性

６６
 

専門家の地域偏在専門家の地域偏在

７７
 

スクールカウンセラーの評価、適格性スクールカウンセラーの評価、適格性

８８
 

報酬の問題報酬の問題

９９
 

カウンセラーの能力による差別化は？カウンセラーの能力による差別化は？

カウンセラー、上級カウンセラー、スーパーバイザーカウンセラー、上級カウンセラー、スーパーバイザー
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